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令和７年第４回瀬戸内町議会定例会
(令和７年１２月９日開会)

質 問 者
（通告順）

１〔 ８〕柳谷 昌臣 ５〔 ７〕永井しずの

２〔 ６〕泰山 祐一 ６〔 ３〕伊東さおり

３〔 ２〕里山 正樹 ７〔 １〕栄 克 人

４〔 ５〕中村 洋康

一般質問通告一覧表
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１２月１０日(水) 午前９：３０～

通告１ 質問者：柳谷 昌臣 議員

1．自衛隊施設整備について【町長】

（１）須手地区における自衛隊海上輸送施設整備の進捗状況について伺います。

（２）防衛省による町民に対する説明会の開催および町内各団体からの要望に対し

ての回答について伺います。

（３）自衛隊宿舎（隊舎）の新たな整備計画について伺います。

（４）本町での防衛補助事業の活用について伺います。

2.DX 推進について【町長】

（１）今年度でDX推進室は終了になる予定かと思いますが、３年間の成果と課題について伺

います。

（２）今後のDX推進について伺います

3.河川の伐採について【町長】

町内（特に古仁屋市街地）の河川の伐採状況について伺います。

4．議会からの意見について【町長】

予算・決算特別委員会、または各常任委員会等での委員長報告にて議会として意見を提出し

ておりますが、その後の対応について伺います。

5．職員の資質向上について【町長】

本町の施策・課題等に関しては官民一体となって取り組む必要があると思っておりますが、役場

各課の関係団体・関係者との連携強化について伺います。

通告２ 質問者：泰山 祐一 議員

１．せとうち未来展望 2050 について【町長】

「未来展望の実現に向けて今必要なこと」として、

① 町民が未来展望を自分事化する仕組み、

② 官民協働の推進体制、

③ 地域資源の保全と活用の仕組み、

の３点を掲げています。

本構想を議決してから間もなく 2 年が経過しますが、これらの仕組みづくりは未来展望
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の実装に向けた最重要課題です。

現在の整備状況とともに、具体的な工程と時期をお示しください。

２．町制施行 70 周年について【町長】

（１）せとうち未来展望 2050 の実現に向け、町制 70 周年という節目であり、町村合

併前を知る世代と経験豊富な職員が現役で関われる今こそ、瀬戸内町誌の「歴史

編」「民俗編」を改訂・更新すべき時期と考えます。

ついては、これらの改訂・更新を進める意向があるか伺います。

（２）人材育成の観点から、新人研修の一環として「70 周年記念要覧」の編纂に職員

を参画させる取組や、採用試験の最終面接等において瀬戸内町誌を題材に活用する

ことについて、町としての考えを伺います。

３．ドローン事業について【町長】

奄美アイランドドローン株式会社の存続期限が令和 8 年 3 月 31 日であることを踏ま

え、マニフェストやせとうち未来展望 2050 に掲げている「ドローン活用」を令和 8 年度

からどのような体制で継続するのか、また会社を解散する場合、株式や運航マニュアル

等の知的財産、運用データ、設備機材をどのように承継・管理・活用する方針か伺いま

す。

４．子育て支援について【町長】

（１）せとうち未来展望 2050 に掲げる「安心して子育てできる環境」の実現にとって、

ファミリー・サポート・センターの設置は重要です。

令和 6 年 3 月定例会では町より「前向きに検討する」との答弁がありましたが、その後

の具体的な検討状況と、設置に向けた目標時期について伺います。

（２）令和 6 年 6 月定例会で町民が利用できる病児保育サービスの導入について

「検討する」との答弁がありましたが、その後の具体的な検討状況と、設置に向けた目

標時期について伺います。

５．町長の政治姿勢について【町長】

（１）町長は日本国憲法および瀬戸内町議会基本条例を踏まえ、「二元代表制」をど

のように解釈し、議会との関係をどう位置付けているのか、その認識を伺います。

（２）町長等の特別職を対象とした政治倫理規範を条例として明文化し、透明性と信

頼性を高める自治体が増えていますが、本町においても、町政への信頼確保と説明責

任の強化の観点から、特別職を対象とした政治倫理条例を制定する考えがあるか、町

長の見解を伺います。
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１２月１０日（水）午後１時３０分～

通告３ 質問者：里山 正樹 議員

１．農業振興・地域活性化について【町長】

（１）農業振興・地域活性化について伺います。

（２）営農支援センターの水不足対策について伺います。

２．へき地診療所休床ベッドについて【町長】

（１）へき地診療所休床ベッドについて伺います。

（２）へき地診療所２F の利活用について伺います。

３．介護人材確保と資格取得支援について【町長】

（１）資格取得の支援について伺います。

４．専門職の給付型奨学金制度創設について【町長】

（１）奨学資金制度の変更について伺います。

（２）様々な専門職に対応できる奨学資金について伺います。

５．介護施設物価高対策について

（１）介護施設の食料費高騰対策について伺います。

（２）宅配給食サービス物価高騰対策について伺います。

６．奄美大島を修学旅行先として誘致する取組みについて【町長・教育長】

（１）次世代を担う若者の考えについて伺います。

（２）奄美大島全体で修学旅行誘致をできないか伺います。

通告４ 質問者：中村 洋康 議員

１．令和８年度当初予算編成について【町長】

（１）令和８年度当初予算編成の方針及び重点を伺います。

（２）新規事業について概要を伺います。

（３）物価高対策について伺います。

（４）町内経済の活性化に向けた施策について伺います。

２．町政施行７０周年について【町長】

（１）町政施行７０周年記念事業についての計画を伺います。
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（２）人口減少により地域コミュニティの縮小が進む中，受益者負担政策の見

直しが必要ではないでしょうか。瀬戸内町集落集会施設等整備事業分担金

徴収条例に基づく分担金については，９月議会で「検討していく」との答弁が

ありました。70 周年という節目の年である今こそ，町としての説明責任を果たし

つつ，政策転換を図る好機と考えますが，町長のご所見をお聞かせください。

３．加計呂麻島・請島・与路島の島毎の振興対策について【町長】

加計呂麻島・請島・与路島の島毎の振興対策策定にかかる町内組織の創設

について，住民の意向を伺った上で検討するという答弁でしたが，その後の取り

組み状況及び町長のご所見を伺います。

４．ドローン事業について【町長】

第三セクターである「奄美アイランドドローン株式会社」は令和８年３月３１日ま

でが存続期間として協定しておりますが，更新については「住民等の意見を踏

まえ，年内に今後の方針を判断したい」という答弁でした。そこでこの事につい

て，町長のご判断をお伺いします。

１２月１１日(木)午前９時３０分～

通告５ 質問者：永井 しずの 議員

１．久慈農泊施設『あらとんとん』の今後の展望について【町長】

先日オープンした『あらとんとん』と西古見ゲートを繋げた西方全体の活性化の施策を伺いま

す。

２．瀬戸内町の持続可能な介護について【町長】

町内の介護施設が今後継続して運営していくための町としての施策を伺います。

３．庁舎内の機構改革について【町長】

課を統合した事でのメリット、デメリットを伺います

４．池地小中学校、与路小中学校の今後について【教育長】

来年休校予定の池地小中学校と里親を募集中の今後の方向性を伺います。

５．認定子ども園について【町長】

町として将来『認定子ども園』を創設する予定はあるかを伺います。
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通告６ 質問者：伊東さおり 議員

１．海の駅 レンタルスペースについて【町長】

（１）レンタル料金 1 時間 2,400 円は見直す必要性があるのではないか再度伺います。

（２）テーブル等、何故持ち込みなのか伺います。

２．フェリーの運賃及び車両航送運賃助成事業について【町長】

（１）航送料島民割の進捗状況を伺います。

（２）加計呂麻地域の売店のフェリー貨物運賃について伺います。

（３）車検時の車両航送運賃助成事業開始から現在迄の利用件数を伺います。

３．ライドシェアについて【町長】

（１）11 月 4 日からスタートしたが開始から現在迄の利用件数と地区別の利用状況を

伺います。

（２）現時点で把握している主な課題や対策について伺います。

（３）料金設置の積算根拠を伺います。

４．町内、町道、林道の美化について【町長】

（１）カイガラムシ被害の蘇鉄対策について伺います。

（２）町内の林道、町道の伐採時期について伺います。

（３）加計呂麻島のマツクイムシ被害対策について伺います。

５．ゴミ袋について【町長】

資源ゴミ袋について伺います。

１２月１１日(木)午後１時３０分～

通告７ 質問者：栄 克 人 議員

１．ゴミのポイ捨て防止条例制定について【町長】

（１）６月の一般質問で提案したゴミのポイ捨て防止条例は、その後検討されたの

か伺います。

（２）条例制定が難しい理由があるとすれば、具体的にどのような点が課題となっ

ているのか伺います。
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２．フェリー加計呂麻の荷物受け取り体制の改善について【町長】

（１）フェリー加計呂麻では、14 時便に荷物が集中し、受け渡しが大変混雑して

います。

船員からは、休憩時間を削らないと受け取り時間を早めることができず、現状での

対応は難しいとの説明を受けました。

そこで、船員の負担を増やさず、町として役場職員などによる補助体制の導入や、

受け渡し方法の見直しなど、混雑緩和に向けた改善策を検討していただきたいと

考えます。

町の見解を伺います。

３．人件費の効率化と持続可能な財政運営について【町長】

（１）令和 7 年度の瀬戸内町一般会計における人件費は、特別職・一般職・任用

職員を合わせて約 2,231,000 千円、歳出総額に占める割合は 約 20.8％ 。

過去数年も同水準で推移しており、財政運営において大きな課題となっていると

思われます。

この状況を踏まえ、施策ごとの費用対効果の精査、人件費の適正化、持続可能

な町財政運営 について、町としてどのように検討しているのかお伺いします。

４．ふるさと納税について【町長】

（１）現在の寄付金額・件数と前年度との比較を伺います。

（２）広報・PR 活動の進捗状況と今後の強化策を伺います。


